
戦
国
期
上
総
国
小
西
原
氏
の
動
向
と
千
葉
氏
権
力

石

渡

洋

平

は
じ
め
に

戦
国
大
名
と
﹁
国
衆
﹂
の
関
係
を
い
か
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
課
題
は
、
現
在
の
戦
国
史
研
究
に
お
い
て
活
発
に
議
論
さ
れ
て
い
る
問
題

の
一
つ
と
い
え
よ
う

(

)
1

。
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
下
総
千
葉
氏
の
家
中
に
あ
り
な
が
ら
独
自
の
領
域
支
配
を
展
開
し
て
い
た
、
下
総
国
分
氏
や
下
総

海
上
氏
の
実
態
を
追
究
し
て
き
た

(

)
2

。
加
え
て
、
も
と
も
と
は
千
葉
氏
の
直
臣
に
あ
り
な
が
ら
領
域
支
配
を
展
開
す
る
に
至
っ
た
上
総
山
室
氏
に

つ
い
て
も
検
討
し
た

(

)
3

。

こ
れ
ら
の
成
果
は
、
戦
国
期
の
下
総
千
葉
氏
が
い
か
な
る
地
域
権
力
で
あ
る
か
を
家
中
の
視
点
か
ら
追
究
し
よ
う
と
し
た
試
み
で
あ
り
、
戦

国
期
の
領
域
権
力
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
全
体
像
の
把
握
は
い
ま
だ
今
後
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
千
葉
氏
の
家
宰
で
小
弓
︵
の
ち
に
臼
井
︶
を
本
拠
に
し
た
原
氏
の
一
族
で
あ
る
小
西
原
氏
に
つ
い
て
検
討
す
る

(

)
4

。
小
西

原
氏
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
研
究
成
果
は
﹃
大
網
白
里
町
史
﹄
が
あ
る
ぐ
ら
い
だ
が

(

)
5

、
高
橋
健
一
氏
の
研
究

(

)
6

や
、
小
西
に
い
た
芸
能
者
を
追

究
し
た
浜
名
敏
夫
氏
の
研
究

(

)
7

な
ど
に
よ
っ
て
徐
々
に
小
西
原
氏
の
動
向
も
わ
か
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
小
西
原
氏
の
本
拠
・
小
西
城
︵
千
葉

県
大
網
白
里
市
︶
に
つ
い
て
は
発
掘
調
査
の
成
果
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
様
相
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る

(

)
8

。

189



た
だ
し
、
系
譜
関
係
ひ
と
つ
と
っ
て
も
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
小
西
原
氏
の
関
係
文
書
が
き
わ
め
て
少
な
い
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の
が
最
た
る
問
題
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、武
家
領
主
研
究
の
基
本
と
な
る
発
給
文
書
が
一
点
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

す
な
わ
ち
、
歴
代
当
主
の
支
配
の
あ
り
方
や
活
動
時
期
な
ど
基
本
情
報
を
知
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
松
戸
市
平
賀
の
本
土
寺
に
残
さ
れ
た
﹁
本
土
寺
過
去
帳
﹂
及
び
本
土
寺
関
係
資
料
に
小
西
原
氏
が
多
く
確
認
さ
れ
る

(

)
9

。

こ
れ
は
、
長
禄
二
年
︵
一
四
五
八
︶
に
小
西
原
氏
の
胤
継
が
本
土
寺
九
世
・
妙
高
院
日
意
上
人
を
迎
え
て
、
自
邸
を
寺
に
改
め
て
日
蓮
宗
寺
院

正
法
寺
を
開
い
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。

﹁
本
土
寺
過
去
帳
﹂
を
使
用
し
て
の
系
譜
復
元
は
﹃
大
網
白
里
町
史
﹄
な
ど
で
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
見
解
を
異
に
す
る
部
分
も
あ
る

の
で
、
改
め
て
検
討
し
た
い
。

加
え
て
、
冒
頭
で
述
べ
た
﹁
国
衆
﹂
研
究
進
展
を
は
か
る
意
味
で
も
、
小
西
原
氏
を
﹁
国
衆
﹂
研
究
の
視
角
か
ら
考
え
て
み
る
。

一

系
譜
関
係
の
復
元

本
節
で
は
、﹁
本
土
寺
過
去
帳
﹂
な
ど
の
関
係
史
料
を
も
と
に
系
譜
復
元
を
行
う
。
な
お
、
現
在
考
え
ら
れ
て
い
る
系
譜
と
筆
者
試
案
の
系
譜

の
差
を
明
確
に
す
る
た
め
、﹃
大
網
白
里
町
史
﹄
の
系
譜
を
図
１
と
し
て
、
筆
者
試
案
の
系
譜
を
考
察
の
う
え
で
、
図
２
と
し
て
提
示
す
る
。
検

討
に
あ
た
っ
て
は
関
係
記
事
を
抄
出
し
、
人
物
ご
と
に
考
察
し
、
系
譜
の
復
元
を
す
る
。

初
代
・
原
胤
継

小
西
原
氏
の
初
代
は
、
原
胤
継
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
本
土
寺
過
去
帳
と
日
意
上
人
の
弟
子
で
あ
る
日
晴
上
人
の
記
録
に
は
次
の
よ
う
に
あ

る
。

・﹁
廿
八
日

︹
原
肥
前
入
道
行
︺
朝

同
十
三
辛
丑
三
月
﹂︵
本
土
寺
過
去
帳

(

)
10

︶
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地図 上総国衆関係図 黒田基樹『戦国の房総と北条氏』（岩田書院、

2008年）掲載図に一部加筆

・﹁
日
意
ハ
平
賀
ノ
住
持
ヲ
二
十
四
持
玉
フ
也
其
内
ニ
小
西
ノ
原
ノ
肥
前
入
道
殿
行
朝
一
族
悉
一
代
ノ
教
化
ノ
檀
那
也
﹂︵
日
晴
記

(

)
11

︶

こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
原
行
朝
と
い
う
人
物
が
小
西
原
氏
で
あ
り
、
肥
前
守
を
称
し
、
文
明
十
三
年
︵
一
四
八
一
︶
三
月
二
十
八
日
に
死
去
し
た

こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
原
行
朝
は
長

禄
二
年
に
日
意
か
ら
本
尊
曼
荼
羅
を

授
与
さ
れ
た
﹁
平
胤
継
﹂
と
同
一
人

物
と
さ
れ

(

)
12

、
実
名
が
胤
継
で
、
法
名

が
行
朝
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き

る
。室

は
、﹁
本
土
寺
過
去
帳
﹂
二
十
四

日
条
に
﹁
小
西
大
方
﹂﹁
文
明
十
五
年

癸
卯
四
月
﹂
と
記
さ
れ
る
院
勢
尼
と

い
わ
れ
て
い
る

(

)
13

。
死
去
の
年
が
胤

継
と
近
く
同
年
代
と
推
測
さ
れ
る
の

で
、
妥
当
だ
ろ
う
。
彼
女
に
つ
い
て

は
﹁
本
土
寺
過
去
帳
﹂
の
記
事
か
ら

両
親
も
判
明
す
る
。
父
は
二
十
一
日

条
の
﹁
要
山

秋
元
殿

小
西
大
方

父
﹂、母
は
十
五
日
条
の﹁
天
崇
善
尼
﹂

と
さ
れ
る

(

)
14

。
秋
元
氏
は
上
総
国
小
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糸
城
︵
千
葉
県
君
津
市
︶
を
本
拠
に
し
た
国
衆
で
あ
る

(

)
15

。
つ
ま
り
、
小
西
原
氏
と
秋
元
氏
は
、
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

両
氏
が
姻
戚
関
係
を
結
ん
だ
契
機
は
何
だ
ろ
う
か
。
胤
継
の
死
去
年
齢
が
不
明
の
た
め
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
時
期
は
ち
ょ

う
ど
正
法
寺
を
開
い
た
あ
た
り
で
、
小
西
と
小
糸
の
地
域
的
な
関
係
を
考
え
る
と
︵
地
図
参
照
︶、
享
徳
の
乱
に
よ
る
上
総
真
里
谷
へ
の
武
田
氏

入
部
や
里
見
氏
の
安
房
入
部
が
想
定
で
き
よ
う
か
。
両
氏
が
互
い
の
存
立
を
は
か
る
た
め
に
姻
戚
関
係
を
結
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ

以
上
の
推
測
を
補
強
す
る
材
料
が
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

二
代
・
某

胤
継
の
跡
を
継
い
だ
人
物
に
つ
い
て
は
、
諸
書
で
混
乱
が
み
ら
れ
る
。
現
在
、
胤
隆
説
・
孝
景
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

胤
隆
説
は
﹃
大
網
白
里
町
史
﹄
が
採
用
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
成
立
し
た
﹁
千
葉
大
系
図
﹂
に
よ
れ
ば
、
胤
継
の
子
は
﹁
行
朝
﹂
と
さ
れ
、

そ
の
事
跡
は
小
弓
城
を
本
拠
に
し
た
家
宰
原
胤
隆
の
も
の
と
な
っ
て
い
て

(

)
16

、
記
載
の
混
乱
が
み
ら
れ
る
。
の
ち
の
時
代
に
作
成
し
た
系
図
だ
け

に
信
頼
は
お
け
な
い
。
た
だ
し
、
胤
隆
は
庶
子
も
し
く
は
養
子
・
養
弟
の
立
場
で
小
弓
原
氏
の
家
督
を
継
い
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で

(

)
17

、
も

と
は
小
西
原
氏
の
子
で
小
弓
原
氏
へ
養
子
に
出
さ
れ
た
可
能
性
は
残
る
。

孝
景
説
は
高
橋
健
一
氏
が
提
示
し
た
説
で
あ
る
。
根
拠
と
し
た
の
は
、
次
に
掲
げ
る
史
料
で
あ
る
︵
波
線
は
石
渡
︶。

・﹁
廿
四
日

院
勢
比
丘
尼

小
西
大
方

文
明
十
五
年
癸
卯
四
月
﹂︵
本
土
寺
過
去
帳

(

)
18

︶

・﹁
悲
母
院
勢
御
持
経
也
、
孝
子
左
京
亮
奉
持
之
、
文
明
十
五
年
癸
卯
卯
月
廿
八
日
﹂︵
本
土
寺
蔵
妙
法
蓮
華
経
奥
書

(

)
19

︶

・﹁
仍
結
縁
人
数
原
左
衛
門
景
広

同
左
京
亮
孝
景

同
万
五
郎
忠
継
﹂︵
明
応
三
年
︿
一
四
九
四
﹀
日
蓮
聖
人
真
筆
感
得
記

(

)
20

︶

こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
高
橋
氏
は
、
胤
継
の
室
・
院
勢
尼
に
孝
景
と
い
う
子
が
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
人
物
が
胤
継
の
後
継
者
と
も
考
え

ら
れ
る
も
の
の
、
問
題
点
と
し
て
、
孝
景
と
い
う
名
の
う
ち
﹁
景
﹂
が
弥
富
︵
千
葉
県
佐
倉
市
︶
を
本
拠
に
し
た
原
一
族
の
通
字
で
あ
る
こ
と
、

﹁
孝
﹂
が
当
時
の
千
葉
氏
当
主
孝
胤
か
ら
の
一
字
拝
領
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
つ
ま
り
孝
景
は
弥
富
原
氏
で
あ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
こ
と
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が
あ
げ
ら
れ
る

(

)
21

。
院
勢
尼
に
孝
景
と
い
う
子
が
い
た
と
い
う
事
実
は
揺
る
が
な
い
が
、
小
西
原
氏
の
家
督
を
継
い
だ
と
は
言
え
な
い
。

そ
う
す
る
と
、
孝
景
と
同
じ
史
料
に
み
え
て
、
胤
継
と
同
じ
﹁
継
﹂
の
字
を
持
つ
忠
継
が
候
補
に
あ
が
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
室
の
問
題
で

採
用
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
永
正
五
年
︵
一
五
〇
八
︶
の
本
土
寺
華
籠
銘
に
﹁
小
西
大
方

正
中
逆
修
﹂
と
み
え
、
同
じ
時
代
の
別
の
華

籠
銘
に
﹁
忠
継
﹂
も
確
認
さ
れ
る
一
方

(

)
22

、
忠
継
の
次
に
小
西
原
氏
の
跡
を
継
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
小
西
能
登
守
光
信
の
母
と
し
て
﹁
暁
源
尼

小
西
能
登
守
殿
母
儀
﹂︵
本
土
寺
過
去
帳
十
二
日
条
︶
が
み
え
る
か
ら
で
あ
る

(

)
23

。
こ
の
点
、
高
橋
氏
も
指
摘
し
て
お
り
、
正
中
の
位
置
づ
け
を
保

留
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
ま
ま
だ
と
忠
継
に
二
人
の
室
︵
正
室
︶
が
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る

(

)
24

。

こ
う
し
た
矛
盾
を
解
決
す
る
試
案
と
し
て
、
実
名
不
詳
の
﹁
某
﹂
と
い
う
人
物
が
家
督
に
就
い
て
い
た
と
い
う
説
を
提
示
し
た
い
。
室
は
、

正
中
で
そ
の
子
が
忠
継
と
推
測
す
る
。

三
代
・
満
五
郎
忠
継

忠
継
は
前
掲
の
日
蓮
聖
人
真
筆
感
得
記
と
華
籠
銘
の
ほ
か
に
、
永
正
十
一
年
︵
一
五
一
四
︶
十
一
月
十
五
日
付
け
の
日
遊
御
自
筆
御
消
息
日

記
に
﹁
小
西
原
満
五
郎
﹂
と
あ
り
、
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
万
五
郎
忠
継
と
推
測
で
き
、
小
西
原
氏
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る

(

)
25

。

初
代
・
胤
継
死
去
が
文
明
十
三
年
で
、
忠
継
は
そ
の
十
三
年
後
に
活
動
が
み
え
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
忠
継
に
前
代
に
﹁
某
﹂
が
い
た
と
考

え
る
と
、
忠
継
は
三
代
目
の
小
西
原
氏
当
主
と
想
定
で
き
る
。﹁
某
﹂
が
家
督
に
就
い
て
い
た
時
期
は
短
期
間
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

な
お
、﹁
本
土
寺
過
去
帳
﹂
に
忠
継
は
み
え
な
い
が
、
某
年
六
月
十
三
日
に
死
去
し
て
い
る
﹁
遊
源
位

原
肥
前
守
﹂
は
忠
継
の
こ
と
か
も
し

れ
な
い

(

)
26

。
肥
前
守
は
胤
継
が
称
し
て
い
た
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
小
西
原
氏
当
主
が
継
承
す
る
官
途
で
あ
ろ
う
し
、
忠
継
の
活
動
し
て
い
た
時
期

の
本
土
寺
の
住
持
が
日
遊
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

妻
は
次
代
原
能
登
守
光
信
の
母
と
﹁
本
土
寺
過
去
帳
﹂
に
み
え
る
﹁
暁
源
尼
﹂
が
該
当
す
る
。
な
お
、﹃
大
網
白
里
町
史
﹄
で
は
﹁
本
土
寺
過

去
帳
﹂
十
日
条
の
﹁
慈
父
蓮
孝
逆
修

悲
母
理
寿
小
西
御
上
ノ
父
母

大
炊
助
蓮
持
﹂
と
い
う
記
述

(

)
27

を
も
と
に
、
暁
源
尼
の
父
母
・
兄
弟
に
蓮
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孝
・
理
寿
・
蓮
持
を
想
定
し
て
い
る
。
蓮
孝
は
同
史
料
で
永
正
八
年
︵
一
五
一
一
︶
十
一
月
十
四
日
に
死
去
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で

(

)
28

、

忠
継
よ
り
一
つ
上
の
世
代
に
位
置
す
る
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
先
行
研
究
ど
お
り
暁
源
尼
の
父
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
蓮
持
は
文
明
十
六

年
十
一
月
十
一
日
に
死
去
し
て
い
る
の
で

(

)
29

、
暁
源
尼
の
兄
で
早
く
に
没
し
た
と
推
測
で
き
る
。
蓮
孝
と
蓮
持
は
﹁
狩
野
﹂﹁
伊
北
狩
野
﹂
と
あ
る

の
で
、
上
総
国
伊
北
庄
︵
千
葉
県
い
す
み
市
︶
を
拠
点
に
し
て
い
た
伊
北
狩
野
氏
と
分
か
る

(

)
30

。
小
西
原
氏
の
忠
継
と
伊
北
狩
野
氏
出
身
の
暁
源

尼
の
婚
姻
の
時
期
や
契
機
は
不
明
だ
が
、
両
者
と
も
﹁
本
土
寺
過
去
帳
﹂
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
蓮
宗
信
仰
を
媒
介
と
し
た
つ
な
が

り
が
あ
っ
た
と
想
定
し
て
お
き
た
い

(

)
31

。

四
代
・
光
信

忠
継
の
の
ち
に
小
西
原
氏
と
推
測
で
き
る
人
物
が
光
信
で
あ
る
。
光
信
は
次
に
掲
げ
る
史
料
に
お
い
て
、正
法
寺
で
祈

に
関
わ
っ
て
お
り
、

子
息
が
小
西
原
氏
歴
代
の
肥
前
守
を
称
し
て
い
る
の
で
、
小
西
原
氏
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
光
信
は
四
代
目
当
主
に
あ
た
る
。

・﹁
大
旦
那
原
光
信
子
息
肥
前
守
為
祈

也
云
々
於
小
西
正
法
寺
集
之
﹂︵
大
永
七
年
︿
一
五
二
七
﹀
五
月
十
二
日

平
賀
本
奥
書
・
二
十
六

(

)
32

︶

・﹁
十
八
日

日
陽
尊
位

原
能
登
守
法
名
光
信

天
文
十
辛
丑
四
月
﹂︵
本
土
寺
過
去
帳

(

)
33

︶

光
信
は
実
名
不
詳
で
能
登
守
を
称
し
、
天
文
十
年
︵
一
五
四
一
︶
四
月
十
八
日
に
没
し
た
こ
と
が
分
か
る
。﹁
正
法
寺
本
原
継
図
﹂
に
よ
れ
ば

(

)
34

、

肥
前
守
と
能
登
守
は
別
系
統
で
あ
り
、
ど
う
も
こ
の
段
階
で
別
系
統
へ
小
西
原
惣
領
家
の
家
督
が
継
承
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
子
息

が
肥
前
守
を
称
し
て
い
る
の
で
、
小
西
原
氏
の
庶
家
が
一
時
的
に
家
督
を
代
行
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

室
は
﹁
本
土
寺
過
去
帳
﹂
に
﹁
廿
日

妙
寿
位

小
西
能
登
守
殿
御
内
セ
ナ
﹂
と
あ
る
妙
寿
で
あ
る

(

)
35

。
な
お
、
妙
寿
の
母
は
﹁
本
土
寺
過
去

帳
﹂
二
十
四
日
条
に
﹁
能
登
殿
御
内
母
﹂
と
み
え
る
妙
行
だ
ろ
う

(

)
36

。

五
代
・
肥
前
守
︵
行
源
か
︶
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﹃
大
網
白
里
町
史
﹄
に
よ
れ
ば
、
光
信
の
跡
は
日
源
︵
能
登
守
、
永
禄
十
三
年
︿
一
五
七
〇
﹀
没
︶
と
さ
れ
る
。
光
信
の
跡
に
家
督
に
就
い
て

活
動
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
年
代
的
に
は
矛
盾
は
な
い
。
し
か
し
、
四
代
光
信
の
子
息
肥
前
守
を
ど
う
考
え
る
か
が
問
題
と
し
て
残
る
。
仮
に
、

肥
前
守
が
能
登
守
・
日
源
と
し
て
、
肥
前
守
が
父
能
登
守
死
去
後
に
能
登
守
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

判
断
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
官
途
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
光
信
子
息
肥
前
守
と
日
源
は
別
人
物
と
考
え
て
お
き
た
い
。
こ
の
よ
う

に
考
え
た
場
合
、﹁
本
土
寺
過
去
帳
﹂
で
某
年
某
月
二
十
二
日
に
﹁
行
源
成
等
正
覚

小
西
原
肥
前
守
﹂
と
み
え
る
の
は
、
こ
の
肥
前
守
だ
ろ
う

か
(

)
37

。
な
お
、
肥
前
守
の
室
は
﹁
本
土
寺
過
去
帳
﹂
十
八
日
条
に
﹁
原
肥
前
殿
ノ
上

法
行
尼

天
正
十
二
甲
申
正
月
辺
田
ニ
テ
﹂
と
あ
る
法
行

尼
の
可
能
性
が
高
い

(

)
38

。

六
代
・
日
源
︵
胤
次
か
︶

肥
前
守
︵
行
源
か
︶
の
跡
を
継
い
だ
の
が
年
代
的
に
日
源
だ
ろ
う
。

・﹁
十
日

日
源

小
西
能
登
守

永
禄
十
三
年
庚
午
八
月
、
千
葉
寺
下
ニ
テ
打
死
﹂︵
本
土
寺
過
去
帳

(

)
39

︶。

小
西
能
登
守
は
、
原
能
登
守
で
あ
り
、
永
禄
十
三
年
︵
一
五
七
〇
︶
八
月
十
日
に
死
去
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
時
期
、
安
房
里
見

氏
が
小
弓
城
を
攻
め
て
お
り
、
こ
の
合
戦
に
お
い
て
原
能
登
守
は
千
葉
寺
下
︵
千
葉
市
中
央
区
千
葉
寺
町
︶
で
討
ち
死
に
し
た
の
で
あ
る

(

)
40

。

な
お
、﹁
千
葉
大
系
図
﹂
に
は
行
朝
の
子
と
し
て
隼
人
佐
胤
次
が
み
え
る

(

)
41

。
こ
の
記
事
は
世
代
な
ど
で
信
頼
で
き
な
い
が
、
千
葉
妙
見
社
の
天

文
十
九
年
︵
一
五
五
〇
︶
十
一
月
二
十
三
日
の
遷
宮
の
記
事
に
み
え
る
﹁
原
隼
人
佐
胤
次
﹂
は
日
源
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い

(

)
42

。
大
永
七
年
段
階

で
五
代
目
は
官
途
肥
前
守
を
称
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
小
西
原
氏
で
該
当
す
る
人
物
が
日
源
に
限
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
日
源
は
﹁
妙
本
寺
大
堂
常
什
回
向
帳

(

)
43

﹂
に
小
西
原
氏
歴
代
で
は
唯
一
そ
の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
蓮
宗
へ
の
篤
い
信
仰
が
あ
っ
た

と
い
え
る
。

室
は
﹁
本
土
寺
過
去
帳
﹂
に
﹁
廿
三
日

妙
蓮
尊
尼

臼
井
御
谷
ノ
上

小
西
殿
御
老
母

天
正
十
六
戌
子
九
月
﹂
と
あ
る
妙
蓮
だ
ろ
う

(

)
44

。
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図１

天
正
十
六
年
︵
一
五
八
八
︶
に
老
母
と
い
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
天
正
十
六
年
段
階
で
当
主
で
あ
る
﹁
小
西
殿
﹂
の
母
で
か
つ
五
〇
～
六
〇

歳
あ
た
り
の
女
性
と
推
測
で
き
る
。
た
だ
し
、
世
代
的
に
は
五
代
肥
前
守
の
室
で
も
矛
盾
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
五
代
肥
前
守
と

六
代
日
源
は
親
子
と
い
う
よ
り
も
兄
弟
︵
能
登
守
が
庶
子
︶
と
考
え
る
の
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
す
る
と
、
忠
継
の
次
代
の
段
階
で
惣
領
家
の
家
系
が
何
ら
か
の
理
由
で
途
絶
え
た
が
、
庶
家
の
能
登
守
が
惣
領
家
と
継
承
し
、
子
は
惣

領
家
の
官
途
で
あ
る
肥
前
守
を
称
し
た
も
の
の
、
こ
の
肥
前
守
も
死
去
し
た
の
で
、
能
登
守
日
源
が
惣
領
家
の
家
督
に
就
い
た
と
推
測
で
き
よ

う
。
こ
の
時
期
は
、
庶
家
の
能
登
守
家
に
よ
っ
て
、
小
西
原
氏
の
惣
領
家
が
継
承
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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図２

七
代
・
小
西
殿

七
代
目
は
日
源
の
戦
死
を
受
け
て
家

督
を
継
承
し
た
人
物
で
、
前
述
し
た
天

正
十
六
年
段
階
で
当
主
で
あ
っ
た
﹁
小

西
殿
﹂と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
は
、

天
正
十
八
年
︵
一
五
九
〇
︶
の
小
田
原

合
戦
で
の
北
条
家
・
千
葉
家
・
原
家
の

滅
亡
時
に
お
け
る
当
主
だ
ろ
う
。

室
は
、﹁
本
土
寺
過
去
帳
﹂
に
﹁
三
日

□
︵
小
︶
西
大
方

妙
上
霊
位

慶
長

七
壬
寅
五
月

池
上
ニ
テ
﹂
と
み
え
る

妙
上
が
時
期
的
に
符
号
す
る
と
考
え
ら

れ
る

(

)
45

。
室
は
小
西
原
氏
滅
亡
後
も
生

き
残
り
、
慶
長
七
年
︵
一
六
〇
二
︶
に

死
去
し
た
こ
と
が
分
か
り
、
場
所
が
池

上
︵
東
京
都
大
田
区
池
上
︶
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
小
西
原
氏
が
滅
亡
後
は
小
西

を
離
れ
た
と
推
測
で
き
る

(

)
46

。
な
お
、
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﹁
妙
本
寺
大
堂
什
常
回
向
帳

(

)
47

﹂
に
も
そ
の
名
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
日
蓮
宗
へ
の
篤
い
信
仰
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

︹
小
括
︺

以
上
、﹁
本
土
寺
過
去
帳
﹂
を
中
心
に
、
小
西
原
氏
の
系
譜
関
係
の
復
元
を
行
っ
て
き
た
。
小
西
原
氏
に
つ
い
て
は
、
各
当
主
の
没
年
が
す
べ

て
分
か
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
系
譜
復
元
は
難
し
い
が
、
先
行
研
究
と
は
異
な
る
系
譜
を
想
定
で
き
た
。

そ
の
な
か
で
、
秋
元
氏
と
の
姻
戚
関
係
は
領
域
権
力
と
し
て
存
続
す
る
た
め
の
方
策
と
考
え
た
ほ
か
、
伊
北
狩
野
氏
と
の
婚
姻
は
日
蓮
宗
信

仰
を
介
し
た
も
の
と
想
定
し
た
。
い
ず
れ
も
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
遠
隔
地
の
諸
領
主
と
の
婚
姻
を
い
か
に
考
え
る
か
は
重
要
な
問
題
で
あ

る
。
ま
た
、
孝
景
や
妙
蓮
の
よ
う
に
、
ほ
か
の
原
一
族
と
の
つ
な
が
り
も
系
譜
復
元
を
行
う
な
か
で
み
え
て
お
り
、
原
一
族
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
原
氏
は
本
土
寺
の
華
籠
銘
に
み
え
る
よ
う
に
、
同
族
の
つ
な
が
り
が
み
え
、
原
氏
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら

に
追
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

二

﹁
国
衆
﹂
の
視
角
か
ら
み
た
小
西
原
氏

本
節
で
は
小
西
原
氏
に
つ
い
て
、
近
年
の
研
究
が
進
ん
だ
﹁
国
衆
﹂
の
視
角
か
ら
考
え
る
と
と
も
に
、
小
西
原
氏
が
果
た
し
た
役
割
を
検
討

す
る
。
な
お
、
千
葉
氏
領
国
で
は
筆
者
が
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
な
国
分
氏
・
海
上
氏
の
よ
う
に
千
葉
氏
家
中
に
あ
り
な
が
ら
も
、
千

葉
氏
と
は
別
に
独
自
の
領
域
支
配
を
展
開
し
て
い
た
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る

(

)
48

。
例
え
ば
、
小
田
原
北
条
氏
と
他
国
衆
の
場
合
は
、
国
衆
は
北

条
氏
家
中
に
は
含
ま
れ
な
い
が

(

)
49

、
千
葉
氏
で
は
家
中
に
含
ま
れ
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

︵
１
︶
領
域
支
配
に
つ
い
て

千
葉
氏
領
国
の
場
合
、
独
自
の
領
域
支
配
を
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
そ
の
領
主
が
千
葉
氏
の
承
認
を
得
な
い
か
た
ち
で
文
書
を
発
給
し
て
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支
配
を
展
開
し
て
お
り
、
か
つ
そ
の
領
主
の
支
配
領
域
に
千
葉
氏
の
文
書
が
出
さ
れ
て
い
な
い
か
が
判
断
材
料
と
な
る
。
こ
の
点
、
小
西
原
氏

の
場
合
は
千
葉
氏
の
発
給
文
書
は
確
認
さ
れ
な
い
が
、
同
時
に
小
西
原
氏
の
発
給
文
書
も
確
認
さ
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
小
西
原
氏
が
独
自
に
領

域
支
配
を
展
開
し
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
小
西
原
氏
が
置
か
れ
て
い
た
地
域
は
、
千
葉
氏
領
国
で
は
最
前
線
で
あ
り
、
国
衆
土
気
・
東
金
酒
井
氏
と
対
峙
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る

(

)
50

。
こ
の
よ
う
に
、
最
前
線
に
位
置
し
た
存
在
と
し
て
千
葉
氏
御
一
家
で
鳴
戸
︵
成
東
︶
に
い
た
鳴
戸
千
葉
氏
が
あ
げ
ら
れ
る

(

)
51

。
酒
井
氏

は
自
ら
の
領
国
と
家
中
の
存
立
の
た
め
に
、
北
条
氏
・
千
葉
氏
・
原
氏
に
味
方
し
た
り
、
そ
の
敵
で
あ
る
里
見
方
に
転
じ
た
り
と
常
に
緊
張
状

態
に
あ
っ
た
。
小
西
原
氏
は
こ
の
よ
う
な
国
衆
酒
井
氏
と
対
峙
し
、
常
時
そ
の
動
き
を
監
視
す
る
立
場
に
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
加
え
て
、

酒
井
氏
が
千
葉
方
に
服
属
す
る
際
は
、
諸
々
の
交
渉
も
担
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

独
自
の
領
域
支
配
を
展
開
し
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
小
西
領
と
も
い
う
べ
き
小
西
城
を
中
心
と
し
た
地
域
︵
土
気
酒
井
氏
と
東

金
酒
井
氏
に
挟
ま
れ
る
地
域
で
、
お
お
よ
そ
現
在
の
大
網
白
里
市
域
に
相
当
し
よ
う
︶
を
管
轄
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

小
西
原
氏
は
前
述
の
千
葉
妙
見
社
の
記
事
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
千
葉
氏
家
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。
あ
く
ま
で
千
葉
氏
の
家
中
に
あ
り
、
軍

事
的
支
配
下
に
あ
っ
た
存
在
で
は
あ
っ
た
が
、
小
西
原
氏
は
一
定
の
領
域
を
管
轄
し
、
千
葉
氏
の
も
と
で
支
配
に
あ
た
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

︵
２
︶
家
中
の
存
在

国
衆
の
特
徴
と
し
て
、
家
中
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
小
西
原
氏
は
す
で
に
先
行
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に

(

)
52

、
千

葉
氏
・
家
宰
原
氏
と
は
別
個
に
独
自
の
家
中
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
点
、﹁
本
土
寺
過
去
帳
﹂
に
は
実
に
多
く
の
小
西
に
い
た
人
々
が
み
え
る
。

受
領
・
官
途
名
付
き
で
み
ら
れ
る
一
族
と
し
て
、
江
口
・
志
賀
・
高
橋
・
錦
服
・
田
中
・
田
鍋
各
氏
が
お
り
、
殿
付
け
の
一
族
と
し
て
行
木
・

加
瀬
・
香
取
各
氏
が
い
た

(

)
53

。
こ
れ
ら
の
名
字
は
小
西
城
周
辺
に
残
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り

(

)
54

、
小
西
原
氏
の
家
中
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
官
途
・
受
領
・
殿
と
い
っ
た
面
か
ら
、
小
西
原
氏
の
家
中
で
も
上
位
に
位
置
す
る
よ
う
な
一
族
で
あ
っ
た
の
だ
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ろ
う
。
な
お
、
永
禄
十
三
年
の
日
源
死
去
の
際
に
、
志
賀
弥
三
郎
と
中
間
妙
道
が
同
じ
く
討
ち
死
に
し
て
い
る

(

)
55

。
こ
れ
は
当
主
と
と
も
に
軍
事

行
動
を
し
て
い
た
証
拠
と
な
ろ
う
。

ま
た
、
小
西
以
外
に
も
大
網
白
里
市
山
口
に
設
楽
氏
が
い
た
。
設
楽
氏
の
う
ち
、
設
楽
継
長
︵
本
土
寺
華
籠
銘
︶
な
ど
は
小
西
原
氏
同
様
、

﹁
継
﹂
の
字
を
使
用
し
て
い
る

(

)
56

。
こ
れ
は
小
西
原
氏
か
ら
の
一
字
拝
領
か
も
し
れ
な
い
。
小
西
と
も
地
理
的
に
近
く
、
小
西
原
氏
を
支
え
た
存

在
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
小
西
原
氏
は
小
西
衆
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
家
中
を
有
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
小
西
原
氏
が
国
衆
に
近
い
存
在
で
あ
る
証
左
と

な
る
の
で
あ
る
。

︵
３
︶
領
の
形
成
と
寺
院

で
は
、
こ
う
し
た
家
中
を
有
し
た
領
域
権
力
と
し
て
の
小
西
原
氏
と
支
配
領
域
︵
小
西
領
︶
は
ど
の
よ
う
な
契
機
で
形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。
こ
の
点
、
黒
田
基
樹
氏
が
土
気
酒
井
氏
の
動
向
を
検
討
す
る
な
か
で
、
土
気
酒
井
氏
が
享
徳
の
乱
当
初
に
対
立
関
係
に
あ
っ
た
小
弓
原
氏

に
従
う
過
程
で
小
西
原
氏
と
激
し
い
抗
争
が
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
で
き
る

(

)
57

。
小
西
原
胤
継
は
享
徳
の
乱
当
時
の
小
弓
原
氏

当
主
の
胤
房
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
。
原
胤
房
は
享
徳
の
乱
で
庶
家
の
馬
加
千
葉
康
胤
を
擁
立
し
た
主
体
で
あ
り
、
結
果
的
に
惣
領
家
を
滅
亡
さ

せ
る
。

つ
ま
り
、
小
弓
原
氏
は
信
頼
で
き
る
一
族
を
敵
方
と
戦
う
う
え
で
重
要
な
拠
点
に
送
り
込
ん
だ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
弥
富
原

氏
に
も
共
通
す
る
と
い
え
る

(

)
58

。
小
西
領
は
享
徳
の
乱
と
い
う
戦
乱
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
入
部
し
た
小
西
原
氏
が
小
西
の
地
を
支
配
す
る

な
か
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
、
そ
う
し
た
領
形
成
の
核
に
な
っ
た
の
が
寺
院
の
存
在
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
小
西
で
は
原
胤
継
が
、
長
禄
二
年
︵
一
四
五

八
︶
に
本
土
寺
九
世
・
妙
高
院
日
意
上
人
を
迎
え
て
、
日
蓮
宗
寺
院
正
法
寺
を
開
い
た
。
こ
れ
は
享
徳
の
乱
の
さ
な
か
で
あ
り
、
小
西
原
氏
が
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戦
乱
状
況
に
あ
っ
て
入
部
し
、
そ
の
後
寺
院
の
建
立
が
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
は
、
弥
富
原
氏
も
同
時
期
に
日
意
を
迎
え
て
弥
富
に

勝
興
山
長
福
寺
を
建
立
し
て
い
る

(

)
59

。

享
徳
の
乱
の
な
か
で
本
土
寺
は
有
力
な
檀
越
で
あ
る
曽
谷
氏
が
衰
退
し
、
戦
火
に
も
遭
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
日
意
は
原
氏
と

の
結
び
つ
き
を
深
め
、
本
土
寺
の
復
興
に
尽
力
し
て
い
た
の
だ

(

)
60

。﹁
日
蓮
聖
人
真
筆
感
得
記
﹂
と
い
う
史
料
を
み
る
こ
と
で
分
か
る
よ
う
に

(

)
61

、
本

土
寺
の
復
興
に
尽
力
し
た
の
は
原
氏
の
一
族
で
あ
り
、
小
西
の
土
豪
層
で
あ
っ
た
。
こ
の
土
豪
が
小
西
原
氏
の
家
中
に
組
み
込
ま
れ
、
正
法
寺

の
檀
家
に
な
っ
た
り
し
た
の
で
あ
っ
た
。
領
の
形
成
と
同
時
期
の
寺
院
建
立
は
、
領
に
お
け
る
結
集
の
象
徴
と
な
り
、
家
中
形
成
に
少
な
か
ら

ず
影
響
を
与
え
た
と
い
え
よ
う
。

加
え
て
、
本
土
寺
の
教
線
が
伸
び
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
土
寺
の
も
と
に
い
た
猿
楽
集
団
の
活
動
も
広
が
り
、
小
西
に
も
猿
楽
集
団
が
形
成

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た

(

)
62

。
小
西
は
千
葉
氏
領
国
に
お
け
る
最
前
線
と
い
う
戦
時
の
重
要
拠
点
で
あ
り
つ
つ
、
猿
楽
集
団
も
活
躍
す
る
文
化
的
に
も

発
展
し
て
い
た
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
小
西
領
形
成
は
、
日
意
上
人
に
よ
る
教
線
拡
大
と
密
接
に
関
係
し
た
の
で
あ
る
。

小
西
は
浜
名
敏
夫
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
江
戸
湾
の
海
上
交
通
に
も
関
わ
り

(

)
63

、
陸
上
交
通
上
で
も
東
金
と
土
気
の
間
に
あ
り
、
土
気
か
ら

小
弓
へ
と
つ
づ
く
上
総
道
と
も
い
う
べ
き
当
時
の
主
要
街
道
上
に
位
置
し
た
重
要
拠
点
で
あ
っ
た
の
だ

(

)
64

。

領
の
形
成
は
戦
乱
状
況
へ
の
対
応
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
宗
教
的
な
側
面
や
交
通
上
の
問
題
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
文
化
的
な

面
な
ど
総
合
的
な
視
角
で
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
千
葉
氏
権
力
の
あ
り
方
を
家
中
か
ら
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
小
西
原
氏
に
つ
い
て
検
討
し
た
。﹁
は
じ
め
に
﹂
で
掲
げ
た
課
題
の

結
論
に
つ
い
て
、
系
譜
関
係
は
第
一
節
に
図
で
示
し
た
。
小
西
原
氏
の
場
合
、
史
料
的
制
約
が
大
き
い
た
め
各
当
主
の
活
動
時
期
な
ど
は
詳
し
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く
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
残
さ
れ
た
史
料
か
ら
復
元
を
試
み
て
、
先
行
研
究
と
は
異
な
る
結
論
を
示
し
た
。
し
か
し
、
今
後
も
既
知
の
史
料
の

見
直
し
の
み
な
ら
ず
、
新
出
史
料
の
発
掘
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

﹁
国
衆
﹂
の
視
角
か
ら
み
た
小
西
原
氏
は
、
こ
れ
ま
で
に
検
討
し
た
国
分
氏
や
海
上
氏
と
比
べ
て
、
発
給
文
書
の
存
在
が
確
認
で
き
な
い
こ

と
か
ら
判
断
が
難
し
い
も
の
の
、
小
西
城
を
拠
点
に
領
域
支
配
を
行
い
、
小
西
衆
と
も
い
う
べ
き
家
中
を
有
し
て
い
た
権
力
と
推
測
し
た
。
小

西
原
氏
は
﹁
国
衆
﹂
に
近
い
存
在
で
あ
る
も
の
の
、
千
葉
氏
の
家
中
に
包
摂
さ
れ
て
も
い
た
。
加
え
て
、
本
土
寺
華
籠
銘
や
系
譜
で
み
た
よ
う

に
他
の
原
一
族
と
の
つ
な
が
り
が
み
え
、
惣
領
家
で
あ
る
小
弓
︵
臼
井
︶
原
氏
の
も
と
で
活
躍
し
て
い
た
と
も
い
え
る
。

こ
う
し
た
﹁
国
衆
﹂
の
支
配
領
域
形
成
に
関
し
て
、
寺
院
の
建
立
が
果
た
し
た
意
味
も
考
え
た
。
小
西
原
氏
の
場
合
は
、
戦
乱
へ
の
対
応
と

い
う
こ
と
で
小
西
に
入
部
し
た
が
、
小
西
領
形
成
の
う
え
で
家
中
の
結
集
の
場
と
も
な
る
寺
院
が
同
時
期
に
建
立
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
小
西
に
限
ら
ず
、
別
の
原
一
族
で
も
確
認
で
き
、
時
期
的
に
本
土
寺
日
意
上
人
に
よ
る
本
土
寺
復
興
と
教
線
拡
大
と
密
接
に
関
連
し
た

こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
神
社
と
の
関
係
の
な
か
で
領
域
権
力
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
が

(

)
65

、
今
後
は
本
土
寺
を
は
じ
め
寺
院
勢
力
と
﹁
国
衆
﹂
の
展

開
を
結
び
つ
け
る
こ
と
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
総
体
的
な
視
角
の
も
と
戦
国
大
名
と
﹁
国
衆
﹂
の
関
係
を
追
究
し
て
い
く
こ
と
を
課
題
と
す
る

こ
と
を
明
示
し
、
擱
筆
し
た
い
。

註

(１
)

岩
田
書
院
刊
行
の
﹁
論
集

戦
国
大
名
と
国
衆
﹂
に
代
表
さ
れ
る
。
ま
た
、
全
国
規
模
で
の
国
衆
研
究
活
性
化
を
は
か
る
と
い
う
目
的
の
も
と
、
二
〇
一

七
年
七
月
十
六
日
に
﹁
戦
国
期
に
お
け
る
大
名
と
﹁
国
衆
﹂﹂
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
動
き
を
促
進
し
て
い
く
意
味
で
も
個
別
的

な
事
例
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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(２
)

拙
稿
﹁
戦
国
期
下
総
国
分
氏
に
お
け
る
矢
作
惣
領
家
と
庶
流
﹂︵﹃
十
六
世
紀
史
論
叢
﹄
創
刊
号
、
二
〇
一
三
年
︶・
同
﹁
戦
国
期
下
総
海
上
氏
の
展
開
と
動

向
︱
一
族
・
家
中
・
領
域
支
配
︱
﹂︵﹃
駒
沢
史
学
﹄
第
八
三
号
、
二
〇
一
四
年
︶。

(３
)

拙
稿
﹁
戦
国
期
上
総
国
に
お
け
る
国
衆
の
成
立
と
展
開
︱
山
室
氏
を
中
心
に
︱
﹂︵﹃
駒
沢
史
学
﹄
第
八
六
号
、
二
〇
一
六
年
︶。

(４
)

小
弓
・
臼
井
原
氏
に
つ
い
て
は
、
黒
田
基
樹
﹁
戦
国
期
下
総
国
の
政
治
構
造
に
関
す
る
一
考
察
︱
臼
井
原
氏
の
基
礎
的
検
討
︱
﹂︵
同
﹃
戦
国
期
東
国
の
大

名
と
国
衆
﹄
、
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
一
年
、
初
出
一
九
九
六
年
︶
な
ど
を
参
照
。

(５
)

﹃
大
網
白
里
町
史
﹄︵
大
網
白
里
町
、
一
九
八
六
年
︶
の
う
ち
、
第
一
部
第
二
章
第
六
節
﹁
戦
国
末
期
の
原
氏
の
動
向
﹂︵
伊
藤
一
男
氏
執
筆
︶・
同
第
七
節

﹁
大
網
白
里
町
の
城
館
址
﹂︵
小
高
春
雄
氏
執
筆
︶。

(６
)

高
橋
健
一
﹁
本
土
寺
蔵
﹁
華
籠
﹂
銘
の
人
物
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵﹃
枝
折
﹄
第
二
編
、
一
九
九
四
年
︶。
以
下
、
本
稿
で
の
高
橋
説
は
こ
れ
に
拠
る
。

(７
)

浜
名
敏
夫
﹁
中
世
房
総
の
芸
能
と
原
氏
一
族
︱
本
土
寺
過
去
帳
の
猿
楽
者
︱
﹂︵﹃
中
世
房
総
﹄
第
五
号
、
一
九
九
一
年
︶。
以
下
、
本
稿
で
の
浜
名
説
は
こ

れ
に
拠
る
。

(８
)

最
新
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
井
上
哲
朗
﹁
大
網
白
里
市
小
西
城
跡
の
発
掘
調
査
成
果
か
ら
﹂︵
第
三
六
回
千
葉
歴
史
学
会
大
会
報
告
資
料
︶
が
あ
る
。

(９
)

本
稿
で
は
、﹃
千
葉
縣
史
料
中
世
篇
本
土
寺
過
去
帳
﹄︵
千
葉
県
、
一
九
八
二
年
︶
を
使
用
す
る
。
以
下
、
引
用
は
﹃
過
去
帳
﹄
該
当
頁
と
す
る
。
な
お
、

過
去
帳
に
よ
る
系
譜
復
元
を
お
こ
な
う
が
、
あ
く
ま
で
戦
国
時
代
の
小
西
原
氏
に
限
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

(

)

﹃
過
去
帳
﹄
二
八
五
頁
。︹

︺
は
写
本
に
よ
る
補
足
で
あ
る
。

10(

)

﹃
松
戸
市
史
﹄
史
料
編
４
本
土
寺
史
料
︵
松
戸
市
立
図
書
館
、
一
九
八
五
年
︶
一
二
号
。
以
下
、
同
書
か
ら
の
引
用
は
﹃
松
戸
﹄
該
当
番
号
と
す
る
。

11(

)

﹁
日
意
上
人
曼
荼
羅
本
尊
﹂。﹃
本
土
寺
と
戦
国
の
社
会
﹄︵
松
戸
市
立
博
物
館
、
二
〇
一
七
年
︶
一
八
頁
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

12(

)

﹃
過
去
帳
﹄
二
四
七
頁
。
年
月
の
あ
と
に
﹁
同
妙
少
童
子
﹂
と
あ
り
、
同
日
に
母
子
が
死
去
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

13(

)

﹃
過
去
帳
﹄
二
一
六
頁
、
一
五
五
頁
。

14(

)

秋
元
氏
の
概
要
は
、
拙
稿
﹁
秋
元
氏
﹂︵
大
石
泰
史
編
﹃
全
国
国
衆
ガ
イ
ド
〝
地
元
の
殿
様
た
ち
〟﹄
、
星
海
社
、
二
〇
一
五
年
︶
で
示
し
た
。

15(

)

﹁
千
葉
大
系
図
﹂
は
﹃
改
訂
房
総
叢
書
第
五
輯
系
図
・
石
高
帳
・
雑
書
・
抄
本
・
索
引
﹄
︵
改
訂
房
総
叢
書
刊
行
会
、
一
九
五
九
年
︶
所
収
。

16(

)

前
掲
註
︵
４
︶
黒
田
論
文
。

17(

)

註
︵

︶
に
同
じ
。

18

13

(

)

﹃
本
土
寺
と
戦
国
の
社
会
﹄︵
松
戸
市
立
博
物
館
、
二
〇
一
七
年
︶
二
五
号
。

19
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(

)

同
右
二
六
号
。

20(

)

弥
富
原
氏
に
つ
い
て
は
、
遠
山
成
一
・
外
山
信
司
﹁
岩
富
原
氏
の
研
究
﹂︵
石
橋
一
展
編
著
﹃
下
総
千
葉
氏
﹄、
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
五
年
、
初
出
一
九

21

八
六
年
︶
。

(

)

﹃
松
戸
﹄
二
一
号
。

22(

)

﹃
過
去
帳
﹄
一
一
九
頁
。

23(

)

正
室
や
側
室
で
別
と
い
う
考
え
や
室
と
子
の
母
が
一
致
し
な
い
と
い
う
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
次
期
当
主
の
母
と
想
定
し
、
室
︵
正
室
︶
が
二
人
と
い
う

24

表
現
を
し
て
い
る
。

(

)

﹃
松
戸
﹄
八
号
。

25(

)

﹃
過
去
帳
﹄
一
三
九
頁
。

26(

)

﹃
過
去
帳
﹄
一
〇
〇
頁
。

27(

)

﹃
過
去
帳
﹄
一
四
四
頁
。

28(

)

﹃
過
去
帳
﹄
一
一
〇
頁
。

29(

)

伊
北
狩
野
氏
に
つ
い
て
は
、
小
高
清
﹁
伊
北
城
と
狩
野
氏
﹁
伊
北
城
と
狩
野
氏
︵
二
︶﹂︵﹃
総
南
文
化
﹄
一
四
号
・
一
五
号
が
あ
る
。

30(

)

な
お
、
原
一
族
の
弥
富
原
氏
も
狩
野
氏
と
の
婚
姻
が
確
認
さ
れ
る
。
註
︵

︶
論
文
参
照
。

31

21

(

)

﹃
松
戸
﹄
九
号
・
平
賀
本
二
十
六
。

32(

)

﹃
過
去
帳
﹄
一
八
七
頁
。

33(

)

﹃
大
網
白
里
町
史
﹄
掲
載
の
も
の
に
よ
る
。

34(

)

﹃
過
去
帳
﹄
二
〇
三
頁
。

35(

)

﹃
過
去
帳
﹄
二
四
四
頁
。

36(

)

﹃
過
去
帳
﹄
二
二
五
頁
。

37(

)

﹃
過
去
帳
﹄
一
八
九
頁
。

38(

)

﹃
過
去
帳
﹄
一
〇
一
頁
。

39(

)

黒
田
基
樹
﹁
千
葉
胤
富
・
邦
胤
の
政
治
動
向
﹂︵﹃
風
媒
花
﹄
№
２
５
、
二
〇
一
二
年
︶。

40
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(

)

前
掲
註
︵

︶
に
同
じ
。

41

16

(

)

﹁
千
学
集
抜
粋
﹂︵
黒
田
基
樹
・
佐
藤
博
信
・
滝
川
恒
昭
・
盛
本
昌
広
編
﹃
戦
国
遺
文
﹄
房
総
編
補
遺
、
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
六
年
所
収
︶。

42(

)

﹃
大
田
区
史
﹄
資
料
編
寺
社
２
︵
大
田
区
、
一
九
八
三
年
︶
一
七
五
頁
。

43(

)

﹃
過
去
帳
﹄
二
三
九
頁
。

44(

)

﹃
過
去
帳
﹄
三
六
頁
。

45(

)

あ
る
い
は
池
上
本
門
寺
と
の
関
係
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

46(

)

註
︵

︶
一
八
一
頁
。

47

43

(

)

黒
田
基
樹
﹁
下
総
千
葉
氏
権
力
の
政
治
構
造
﹂︵
同
﹃
戦
国
期
領
域
権
力
と
地
域
社
会
﹄、
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
年
、
初
出
二
〇
〇
五
年
︶
。

48(

)

国
衆
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
黒
田
基
樹
﹃
戦
国
大
名

政
策
・
統
治
・
戦
争
﹄︵
平
凡
社
新
書
、
二
〇
一
四
年
︶
第
五
章
を
参
照
。

49(

)

土
気
・
東
金
酒
井
氏
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
黒
田
基
樹
﹁
千
葉
氏
と
そ
の
国
衆
﹂︵
同
﹃
戦
国
の
房
総
と
北
条
氏
﹄、
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
二

50

〇
〇
七
年
︶
参
照
。

(

)

黒
田
基
樹
﹁
戦
国
期
の
千
葉
氏
御
一
家
﹂︵﹃
千
葉
い
ま
む
か
し
﹄
№
２
４
、
二
〇
一
一
年
︶。

51(

)

﹃
大
網
白
里
町
南
横
川
郷
土
誌
﹄︵
南
横
川
郷
土
誌
作
成
委
員
会
、
一
九
九
八
年
︶・﹃
千
葉
県
教
育
振
興
財
団
調
査
報
告

第
七
二
二
集

首
都
圏
中
央
連

52

絡
自
動
車
道
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書

二
三

大
網
白
里
市
小
西
城
跡
﹄︵
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
千
葉
国
道
事
務
所
、
千
葉
県
教
育
振
興
財
団
、

二
〇
一
四
年
︶︵
ど
ち
ら
も
小
高
春
雄
氏
執
筆
︶
な
ど
。

(

)

註
︵

︶
に
同
じ
。

53

52

(

)

註
︵

︶
に
同
じ
。

54

52

(

)

﹃
過
去
帳
﹄
一
〇
一
頁
。

55(

)

設
楽
氏
に
つ
い
て
は
前
掲
註
︵
６
︶
高
橋
論
文
な
ど
を
参
照
。

56(

)

前
掲
註
︵

︶
に
同
じ
。

57

50

(

)

前
掲
註
︵

︶
論
文
参
照
。

58

21

(

)

前
掲
註
︵

︶
論
文
参
照
。

59

21

(

)

日
意
に
つ
い
て
は
、
松
裏
善
亮
﹁
原
氏
と
平
賀
本
土
寺
日
意

そ
の
一
﹂﹁
原
氏
と
平
賀
本
土
寺
日
意

そ
の
二
﹂︵﹃
佐
倉
市
史
研
究
﹄
五
号
、
六
号
、
一

60
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九
八
六
年
・
一
九
八
七
年
︶
が
あ
る
。

(

)

本
史
料
に
つ
い
て
は
、
外
山
信
司
﹁﹁
日
蓮
真
筆
感
得
記
﹂︵
本
土
寺
文
書
︶
︱
弥
富
原
氏
の
新
資
料
︱
﹂
︵﹃
佐
倉
市
史
研
究
﹄
一
六
号
、
二
〇
〇
三
年
︶

61

参
照
。

(

)

前
掲
註
︵
７
︶
浜
名
論
文
。

62(

)

前
掲
註
︵
７
︶
浜
名
論
文
。

63(

)

こ
の
交
通
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
拙
稿
﹁﹃
家
忠
日
記
﹄
に
み
る
下
総
国
の
水
陸
交
通
﹂︵﹃
千
葉
史
学
﹄
六
二
号
、
二
〇
一
三
年
︶
参
照
。

64(

)

拙
稿
﹁
戦
国
期
下
総
一
宮
香
取
社
を
め
ぐ
る
地
域
権
力
︱
下
総
千
葉
氏
を
中
心
に
︱
﹂︵
佐
藤
博
信
編
﹃
中
世
房
総
と
東
国
社
会
﹄、
岩
田
書
院
、
二
〇
一

65

二
年
︶
な
ど
。

︹
付
記
︺
本
稿
は
平
成
二
十
八
年
九
月
十
日
に
大
網
白
里
市
保
健
文
化
セ
ン
タ
ー
で
お
こ
な
っ
た
﹁
戦
国
時
代
の
下
総
原
氏
～
御
屋
形
を
支
え

た
家
中
の
長
～
﹂
の
講
座
報
告
に
お
い
て
検
討
し
た
小
西
原
氏
の
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
知
見
を
加
え
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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